
小
谷
仲
男
著

ガ
ン
ダ

l
ラ
美
術
と
ク
シ
ャ
ン
王
朝

定

言十

ヨた

金

ガ
ン
ダ

1
ラ
美
術
は
、
イ
ン
ド
美
術
の
一
特
殊
領
域
で
あ
る
。
特
殊
と
言
う

理
由
は
、
停
統
的
イ
ン
ド
文
化
の
中
心
地
か
ら
見
て
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
地
方
が
西

北
部
の
遺
境
に
嘗
た
る
だ
け
で
な
く
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
美
術
が
、
イ
ン
ド
的
造
形

感
覚
と
は
異
な
っ
た
特
色
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
我
園
で
は
、
イ
ン
ド
の
俸
統

的
表
現
(
評
者
は
、
そ
の
木
質
が
若
い
男
女
の
生
殖
能
力
を
強
調
し
た
性
的
表

現
に
あ
る
と
考
え
る
〉
に
依
ら
な
い
、
あ
る
面
西
洋
的
な
様
式
が
享
受
し
易
か

っ
た
の
か
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
美
術
が
、
正
統
的
イ
ソ
ド
美
術
よ
り
一
般
に
好
ま

れ
、
一
部
で
イ
ン
ド
美
術
の
代
表
で
あ
る
か
の
よ
う
な
誤
解
ま
で
生
じ
て
い

マ
令
。
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イ
ン
ド
美
術
に
あ
っ
て
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
美
術
は
、
ク
シ
ャ

1
ン
朝
が
北
イ
ン

ド
を
支
配
し
た
時
代
を
中
心
に
盛
ん
に
制
作
さ
れ
、
特
に
傍
像
の
諸
形
式
を
渡

遣
さ
せ
た
黙
で
、
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
傍
数
文
化
圏
の
至
る

所
で
開
花
し
た
傍
数
美
術
の
源
流
が
、
多
く
の
形
式
に
関
し
て
ガ
ン
ダ
l
ラ
美

術
に
求
め
ら
れ
る
。
更
に
ガ
ン
ダ

1
ラ
美
術
に
は
、
誇
張
の
少
な
い
自
然
で
卒

明
な
表
現
が
一
貫
し
て
認
め
ら
れ
、
美
術
作
品
と
し
て
濁
自
の
債
値
を
有
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
様
々
な
篠
件
が
ガ
ン
ダ
l
ラ
美
術
の
研
究
を
妨
げ
て

い
る
た
め
、
園
録
の
出
版
に
比
し
て
、
研
究
書
と
な
る
と
意
外
に
少
な
い
。

本
書
は
、
後
記
に
記
す
通
り
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
の
設
掘
に
何
度
か
参
加
し
て
来

た
著
者
が
、
一
九
六
七
年
か
ら
一
九
九
五
年
に
亙
っ
て
愛
表
し
た
論
文
を
集
め

た
も
の
で
あ
る
。
専
ら
ガ
ン
ダ
l
ラ
美
術
を
扱
っ
た
研
究
室
田
と
し
て
、
比
較
的

珍
し
い
出
版
で
あ
る
と
同
時
に
、
か
か
る
関
連
諸
皐
の
康
範
な
知
識
が
要
求
さ

れ
る
分
野
の
研
究
が
、
普
通
預
想
さ
れ
る
よ
う
な
美
術
史
の
側
か
ら
で
な
く
、

歴
史
拳
の
方
面
か
ら
成
さ
れ
た
所
に
、
本
書
の
意
義
が
ま
ず
認
め
ら
れ
る
。

序
論
に
記
さ
れ
た
如
く
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
美
術
研
究
に
お
い
て
著
者
が
貫
い
た

の
は
、
「
ガ
ン
ダ

l
ラ
美
術
は
タ
シ
ャ
ン
王
朝
の
宗
教
、
整
術
活
動
と
し
て
評

債
す
る
の
が
適
切
」
で
あ
る
と
す
る
態
一度
で
あ
る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
著
者
が

目
標
と
し
た
も
の
の
一
つ
は
お
評
者
が
思
う
に
、

A
・
フ
l
シ
ェ
が
ガ
ン
ダ
l

ラ
美
術
研
究
の
-
記
念
碑
的
な
大
者
、
ト
w
Q
ミ
旬
、
hSIFDRRFSH-
宮
内
、
R
C
3・

札

E
2・
M
g
g
F
H
V
2
2・
E
g
l印
H

に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
た
業
績
を
、
訂
正

を
加
え
つ
つ
能
う
限
り
補
っ
て
、
完
全
な
も
の
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
フ
l
シ
ェ
は
、
向
者
の
第
一
巻
を
公
に
し
て
か
ら
半
世
紀
近
く
経
過
し

て
、
晩
年
に
な
っ
て
補
遺
を
刊
行
し
た
が
、
一
代
の
碩
皐
も
更
に
研
究
を
設
展

さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な
か
ア
た
。
本
書
に
は
、
フ
l
シ
ェ
の
研
究
を
引
き
縫
ぎ

展
開
さ
せ
る
と
い
う
意
園
が
、
一
つ
の
基
盤
と
し
て
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
本

書
の
構
成
は
、
次
の
遁
り
で
あ
る
。

-139ー

序

論

第

I
篇
ガ
ン
ダ
l
ラ
美
術
の
歴
史
的
背
景
ー
ク
シ
ャ
ン
王
朝
史

第

一

章

塞

と

大

月

氏

第
二
章
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ギ
リ
シ
ア
人
都
市

!
ア
イ
・
ハ
ヌ
ム
遺
跡

タ
シ
ャ
ン
王
朝
と
漢
代
西
域

第
三
章
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第
四
季

ク
シ
ャ
ン
王
朝
勃
興
史
に
関
す
る
新
資
料

l
テ
ィ
リ
ア
・
テ
ベ
の
黄
金
遺
賓
|

第

E
篇

ガ

ン

ダ
1
ラ
併
数
美
術
の
研
究
|
彫
刻
と
経
典
|

第
五
章
ガ
ン
ダ
1
ラ
傍
数
美
術
の
展
開

第
六
章
賢
者
の
子
裁
剣

第
七
章
死
ん
だ
女
が
子
を
産
ん
だ
話

第
八
重
白
犬
が
ブ
ッ
ダ
に
吠
え
る
話

第
九
章
ガ
ン
ダ
l
ラ
説
話
固
と
漢
詩
経
典

-
「
比
丘
と
ガ
チ
ョ
ウ
」
と
「
樹
に
縛
ら
れ
た
子
供
」

第
十
一
章
ウ
シ
が
ブ
ッ
ダ
の
足
を
紙
め
る
話

第
十
一
章
ガ
ン
ダ

I
ラ
の
稔
伽
師
と
粥
動
信
仰

第
E
篇

ガ

ン

ダ

I
ラ
美
術
の
建
築
意
匠

第
十
二
章
タ
フ
テ
ィ
・
バ
ヒ
の
例
数
遺
跡

第
十
三
章
石
窟
寺
院
の
繁
遜
l
イ
ン
ド
か
ら
中
園
ま
で
l

第
十
四
章
賓
箆
印
塔
隅
飾
り
の
源
流

第
十
五
章
ガ
ン
ダ
!
ラ
彫
刻
に
み
ら
れ
る
建
築
意
匠
|
肘
木
と
欄
楯
|

附

篇第
一

第
二

後

記
園

版

併
数
美
術
の
東
方
停
播

ガ
ン
ダ
l
ラ
美
術
愛
掘
記

以
下
、
こ
れ
に
従
っ
て
内
容
の
概
略
を
紹
介
す
る
。

第
一
一
章
か
ら
第
四
章
ま
で
の
第

I
篇
は
、
ク
シ
ャ
ン
王
朝
(
こ
の
節
に
お
け

る
固
有
名
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
、
本
書
の
表
記
に
従
う
)
と
関
連
す
る
歴
史
的

問
題
を
扱
っ
て
い
る
。

第
一
章
に
お
い
て
は
、
『
漢
書
』
記
載
の
「
塞
」
に
つ
い
て
史
料
批
剣
が
行

わ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
ク
シ
ャ
ン
王
朝
の
出
自
と
成
立
を
考
え
る
上
で
、
重

要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
中
園
史
料
の
中
で
、
同
王
朝
成
立
に
先
立
つ
動
向
と

関
連
し
て
記
さ
れ
て
い
る
「
塞
」
を
取
り
上
げ
、
中
園
史
料
の
閲
お
よ
び
西
方

史
料
と
の
矛
盾
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ス
ト
ラ
ポ
『
地
理
誌
』
に
よ
れ
ば
、
バ
タ
ト
リ
ア
を
ギ
リ
シ
ア
人
か
ら
奪
っ

た
民
族
は
、
ス
キ
タ
イ
人
と
総
稽
さ
れ
た
遊
牧
民
の
一
部
で
あ
っ
た
。
ス
キ
タ

イ
人
の
中
に
は
、
サ
カ
族
が
含
ま
れ
て
い
た
。
中
園
史
料
の
う
ち
『
漢
書
』
に

は
、
「
塞
」
な
る
民
族
が
記
さ
れ
、
ス
キ
タ
イ
・
サ
カ
と
「
塞
」
が
一
音
の
類
似

か
ら
早
く
に
同
一
視
さ
れ
、
そ
の
設
が
支
配
的
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
漢
書
』

に
は
、
バ
ク
ト
リ
ア
を
滅
亡
さ
せ
た
の
が
大
月
氏
で
あ
る
と
記
さ
れ
、
「
塞
」

を
ス
キ
タ
イ
・
サ
カ
と
同
定
す
る
限
り
、
ス
ト
ラ
ボ
の
記
載
と
矛
盾
す
る
。

中
園
史
料
に
お
い
て
も
、
「
塞
」
に
関
す
る
記
述
に
問
題
が
認
め
ら
れ
る
。

削
ち
張
驚
の
報
告
に
基
づ
い
て
記
さ
れ
た
『
史
記
』
に
な
い
「
塞
」
が
、
同
内

容
を
記
す
に
も
拘
わ
ら
ず
『
漢
書
』
に
突
然
現
れ
る
の
で
あ
る
。
『
漢
書
」
嘗

該
箇
所
の
内
容
を
総
合
す
る
と
、
「
塞
」
は
、
も
と
天
山
北
麓
の
烏
孫
の
土
地

に
住
ん
で
い
た
が
、
旬
奴
に
迫
わ
れ
た
大
月
氏
に
追
い
出
さ
れ
、
懸
度
を
越
え

て
南
方
へ
逃
れ
蔚
賓
(
ガ
ン
ダ
1
ラ
)
に
落
ち
着
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

著
者
は
、
ス
キ
タ
イ
・
サ
カ
と
「
塞
」
を
同
一
視
す
る
と
、
パ
ク
ト
リ
ア
が

「
塞
」
と
大
月
氏
に
よ
っ
て
二
度
減
.
ほ
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
あ
り

-140ー
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得
ず
、
か
か
る
同
定
を
誤
謬
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
『
史
記
』
の
記
載
が
『
漢

書
』
で
舞
化
し
た
黙
も
、
『
漢
書
』
の
「
塞
」
が
も
と
も
と
張
驚
の
知
ら
な
い

民
族
で
あ
り
、
新
た
な
別
の
知
識
に
よ
っ
て
『
史
記
』
の
文
章
が
改
め
ら
れ
た

と
看
倣
し
て
い
る
。
更
に
『
漢
書
』
の
「
塞
」
の
賞
在
性
を
否
定
す
る
と
と
も

に、

「塞」

が
音
の
類
似
し
た
「
律
迦
」
を
表
す
可
能
性
を
指
摘
し
、
傍
数
の

開
租
、
得
迦
牟
尼
が
出
た
シ
ャ
キ
ャ
族
に
関
す
る
俸
承
が
早
く
中
園
に
俸
わ

り
、
『
漢
書
』
が
、
そ
の
暖
味
な
俸
承
を
傍
数
の
俸
播
経
路
を
逆
に
辿
る
形
、

つ
ま
り
「
塞
王
が
懸
度
を
越
え
て
南
に
進
入
し
、
厨
賓
を
支
配
し
た
」
と
い
う

よ
う
に
具
鐙
化
し
て
記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る
。

第
二
章
で
は
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
美
術
に
直
接
影
響
を
奥
え
た
と
一
部
で
想
像
さ

れ
て
い
る
パ
グ
ト
リ
ア
美
術
を
知
る
上
で
極
め
て
重
要
な
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
ギ
リ
シ
ア
人
都
市
遺
跡
で
あ
る
ア
イ
・
ハ
ヌ
ム
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
調
査

隊
に
よ
る
設
掘
の
経
緯
お
よ
び
成
果
が
概
観
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
護
掘
さ
れ

た
柱
頭
彫
刻
を
、
ガ
ン
ダ
1
ラ
出
土
の
桂
頭
、
あ
る
い
は
ア
イ
・
ハ
ヌ
ム
に
近

い
ア
イ
ル
タ
ム
併
敬
寺
院
祉
出
土
の
桂
頭
と
様
式
的
に
比
較
す
る
こ
と
で
、
著

者
は
、
パ
ク
ト
リ
ア
・
ギ
リ
シ
ア
美
術
と
ガ
ン
ダ
l
ラ
美
術
の
結
び
附
き
が
直

接
的
な
も
の
で
な
く
、
後
者
は
、
ロ
ー
マ
美
術
が
東
方
貿
易
に
伴
っ
て
ク
シ
ャ

ン
領
土
に
直
接
持
ち
込
ま
れ
、
園
際
色
豊
か
な
ク
シ
ャ
ン
王
朝
の
も
と
で
、
係

数
思
想
と
融
合
す
る
機
曾
を
得
て
成
立
し
た
と
結
論
附
け
て
い
る
。

第
三
章
は
、
棲
蘭
で
褒
見
さ
れ
た
ヴ
ィ
マ
・
ヵ
ド
フ
ィ
セ
ス
の
銅
貨
に
基
づ

い
て
、
ク
シ
ャ
ン
王
朝
と
西
域
・
中
園
と
の
係
わ
り
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時

に
、
ク
シ
ャ
ン
王
朝
と
ガ
ン
ダ
I
ラ
美
術
の
編
年
を
、
ガ

ン
ダ
I
ラ
傍
数
寺
院

祉
出
土
貨
幣
を
用
い
て
包
括
的
に
考
察
し
て
い
る
。
前
者
の
論
慰
に
つ
い
て
著

者
は
、
棲
蘭
に
お
い
て
ヴ
ィ
マ
・
カ
ド
フ
ィ
セ
ス
銅
貨
が
、
ま
た
ニ
ヤ
や
ロ
ー

ラ
γ
(
都
善
主
園
)
か
ら
カ
ロ
シ
ュ
テ
ィ
文
書
が
出
土
し
て
い
る
黙
を
、
タ
ジ

ャ
ソ
王
朝
に
よ
る
西
域
の
直
接
支
配
、
あ
る
い
は
同
王
朝
滅
亡
の
際
、
多
数
の

亡
命
ク
シ
ャ
ン
人
が
政
権
を
立
て
た
こ
と
に
よ
る
結
果
と
は
見
ず
、
同
王
朝
と

都
善
主
閣
の
緊
密
な
交
流
か
ら
生
じ
た
現
象
と
捉
え
て
い
る
。
更
に
考
察
は
、

班
超
を
中
心
と
し
て
、
漢
と
グ
シ
ャ
ン
王
朝
と
の
関
係
に
及
ん
で
い
る
。
後
者

の
論
黙
で
は
、
著
者
が
参
加
し
た
メ
ハ
サ
ン
ダ
、
タ
レ
リ
、
ラ
1
ニ
ガ
l
ト
の

三
併
数
寺
院
社
か
ら
出
土
し
た
ク
シ
ャ
ン
朝
貨
幣
に
関
す
る
褒
行
時
期
の
分
類

集
計
と
、
同
じ
寺
院
泣
か
ら
愛
掘
さ
れ
た
石
彫
、
ス
ト
ゥ
コ
、
テ
ラ
コ

ッ
タ
の

割
合
に
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
美
術
、
特
に
彫
刻
の

材
質
が
時
期
に
よ
っ
て
拙
変
化
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
次
に
ク
シ

ャ
γ
王
朝
の
編
年
に
つ
い
て
、
著
者
は
、

R
-
ギ
ル
シ
ュ
マ
ン
が
提
出
し
た
、

カ
ユ
シ
カ
王
が
一
四
四
年
に
即
位
し
た
と
す
る
設
に
、
全
面
的
に
依
掻
す
る
こ

と
を
表
明
し
て
い
る
。
そ
の
一
根
議
と
し
て
、
『
三
園
志
』
巻
三
に
出
る
、
貌

に
貢
納
し
て
来
た
「
大
月
氏
王
波
調
」
を
ク
シ
ャ
ン
王
ヴ
ァ

1
ス
デ
l
ヴ
ァ
に

同
定
し
、
年
代
に
無
理
の
な
い
貼
を
翠
げ
て
い
る
。
更
に
『
後
漢
書
』
等
を
基

礎
に
し
て
、
ク
シ
ャ
ン
王
朝
の
成
立
と
交
易
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

第
四
章
で
は
、
ク
シ
ャ
ン
王
朝
成
立
よ
り
前
の
ク
シ
ャ
ン
王
族
の
墓
で
あ
る

可
能
性
が
あ
る
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
テ
ィ
リ
ア
・
テ
ベ
遺
跡
の
ソ
ヴ
ィ
エ

ト
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
共
同
調
査
隊
に
よ
る
愛
掘
報
告
が
紹
介
さ
れ
、
繍
い
て

褒
掘
さ
れ
た
墓
主
た
ち
の
服
飾
と
、
マ
ト
ゥ
ラ
ー
や
ガ
ン
ダ
l
ラ
の
ク
シ
ャ
ン

王
侯
像
彫
刻
と
の
比
較
が
行
わ
れ
、
装
飾
文
の
検
討
も
含
め
て
、
同
遺
跡
が
ク

シ
ャ
ン
王
族
と
関
係
が
深
い
こ
と
が
論
謹
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
同
遺
跡
の

墓
主
の

一
人
が
口
中
に
貨
幣
を
含
ん
で
い
た
事
実
を
、
墓
主
が
ク
シ
ャ
ン
族
で

あ
る
可
能
性
を
一
示
す
根
援
と
し
つ
つ
、
漢
語
併
奥
中
の
関
連
設
話
を
塞
げ
、
同

説
話
が
タ
シ
ャ
ン
族
を
併
数
に
改
宗
さ
せ
る
必
要
か
ら
、
創
作
さ
れ
た
と
推
測

し
て
い
る
。
最
後
に
ク

シ
ャ
ン
族
の
原
住
地
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
『
漢
書
』
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西
域
府
開
、
大
月
氏
の
僚
に
出
る
「
共
葉
漢
使
者
」
を
上
で
な
く
下
の
文
に
績
け

る
読
み
方
を
提
案
す
る
こ
と
で
、
前
一
世
紀
に
お
け
る
漢
と

「五
翁
侯
」
と
の

交
渉
に
言
及
す
る
史
料
と
し
て
解
穆
し
、
テ
ィ
リ
ア
・
テ
ベ
の
出
土
品
が
、
ク

シ
ャ
ン
王
朝
勃
興
直
前
の
ク
シ
ャ
ン
王
族
と
環
境
を
一
示
す
資
料
で
あ
り
、
『
漢

書
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
五
象
侯
」
の
い
ず
れ
か
に
嵐
す
る
と
し
て
い
る
。

第
五
章一
か
ら
第
十
一
章
ま
で
の
第
日
篇
は
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
美
術
の
う
ち
、
併

教
と
直
接
関
係
し
た
主
題
の
研
究
が
枚
録
さ
れ
、
未
解
明
で
あ
っ
た
設
話
闘
浮

彫
の
比
定
に
関
す
る
論
考
が
中
心
を
な
し
て
い
る
。

第
五
章
で
は
、
最
初
に
貨
幣
制
度
を
基
礎
に
、
ク
シ
ャ
ン
王
朝
お
よ
び
ガ
ン

ダ
l
-フ
美
術
の
時
代
区
分
に
つ
い
て
著
者
の
設
が
示
さ
れ
、
績
い
て
ガ
ン
ダ
1

ラ
美
術
に
お
け
る
菩
薩
像
の
二
つ
の
型
、
束
髪
菩
薩
と

王
冠
菩
薩
を
取
り
上

げ
、
爾
者
が
漏
紡
菩
薩
と
穆
迦
菩
薩
に
嘗
た
る
と
し
た
上
で
、
二
種
の
菩
薩
像

の
形
式
展
開
を
迫
っ
て
い
る
。
著
者
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
美
術
に

見
ら
れ
る
菩
薩
は
、
こ
の
二
型
の
み
で
あ
り
、
一
部
で
言
わ
れ
る
観
音
菩
薩
あ

る
い
は
阿
瀬
陀
併
の
存
在
に
は
、
否
定
的
立
場
を
取
る
。
中
央
に
併
、
そ
の
爾

脇
に
こ
れ
ら
二
型
の
菩
薩
を
表
す
三
傘
形
式
の
像
を
、
「
シ
ュ
ラ
l
ヴ
ァ
ス
テ

ィ
!
の
紳
境
」
を
表
す
と
し
た
フ
l
シ
ェ
の
設
を
退
け
、
著
者
は
、
説
法
す
る

併
を
中
心
に
複
雑
な
構
成
を
取
る
他
像
と
共
に
、
大
乗
経
典
を
説
く
醐
梓
迦
牟
尼

仰
の
姿
と
捉
え
、
二
種
の
菩
薩
は
、
粛
勧

・
稗
迦
と
い
う
具
鐙
性
を
越
え
た
単

な
る
菩
穫
の
代
表
と
し
て
看
倣
さ
れ
て
い
た
と
す
る
解
四
揮
を
提
出
し
て
い
る
。

第
六
章
は
、
京
都
大
曲
学
摩
術
調
査
隊
が
タ
レ
リ
か
ら
裂
掘
し
た
、
聞
に
小
見

を
挟
ん
で
女
性
が
二
人
立
っ
て
い
る
撲
を
表
し
た
浮
彫
断
片
の
主
題
比
定
を
扱

っ
て
い
る
。
著
者
は
、
他
に
類
例
の
な
い
浮
彫
を
、
あ
る
契
機
に
よ
っ
て
パ
!

リ
語
『
ジ
ャ

l
タ
カ
註
緯
本
』
の
「
大
陵
道
本
生
」
第
五
話
に
比
定
し
得
た
経

緯
を
記
す
と
と
も
に
、
賓
の
母
と
そ
れ
に
化
け
た
夜
叉
女
が
一
人
の
子
を
争
つ

た
が
、
賢
者
に
よ
っ
て
ど
ち
ら
が
本
嘗
の
母
親
か
が
剣
別
さ
れ
た
こ
と
を
記
す

同
説
話
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
最
終
的
に
大
岡
裁
き
に
行
き
着

く
、
同
設
話
の
中
園

・
日
本
へ
の
侍
播
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
七
章
は
、
「
死
ん
だ
女
が
子
を
産
ん
だ
話
」
を
主
題
と
す
る
浮
彫
に
つ
い

て
論
述
し
て
い
る
。
著
者
は
、
タ
レ
リ
で
出
土
し
た
主
題
未
詳
の
浮
彫
を
、
自

身
が
「
死
ん
だ
女
が
子
を
産
ん
だ
話
」
に
比
定
し
得
る
に
至
っ
た
契
機
、
問
主

題
の
他
作
例
の
存
在
、
そ
し
て
文
献
を
渉
猶
し
た
末
に
辿
り
着
い
た
、
同
主
題

の
原
比
定
者
、
フ

1
シ
ェ
が
初
め
て
比
定
し
た
際
の
い
き
さ
つ
を
述
べ
て
い

る
。
更
に
出
血
ハ
た
る
漢
語
『
施
陀
越
園
王
経
』
の
紹
介
と
和
謬
を
牽
げ
て
い

る。
第
八
章
で
は
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
説
話
園
浮
彫
の

一
主
題

「自
犬
が
ブ
ッ
ダ
に
吠

え
る
話
」
を
取
り
上
げ
、
著
者
は
、
最
初
に
ガ
ン
ダ
l
ラ
地
方
の
概
観
と
ガ
ン

ダ
1
ラ
寺
院
稜
掘
の
問
題
黙
を
記
し
、
衣
に
こ
の
読
話
へ
の
主
題
比
定
に
つ
い

て
述
べ
、
内
容
に
針
感
す
る
漢
詩
経
典
『
中
阿
合
経
』
中
の
『
鶴
鵡
経
』
の
謬

を
奉
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
説
話
を
表
現
し
た
作
例
を
解
読
し
て
い
る
。

第
九
章
は
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
浮
彫
の
一
一
説
話
主
題
「
比
丘
と
ガ
チ
ョ
ウ
」
と
、

最
近
主
題
と
し
て
比
定
し
得
る
よ
う
に
な
っ
た
別
の
説
話
「
樹
に
縛
ら
れ
た
子

供
」
、
お
よ
び
そ
れ
ら
を
表
現
し
た
作
例
を
扱
っ
て
い
る
。
初
め
に
著
者
に
よ

る
欧
米
の
ガ
ン
ダ
1
ラ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
調
査
の
成
果
を
概
観
し
、
著
者
は
ガ

ン
ダ
1
ラ
浮
彫
の
園
像
皐
的
研
究
の
重
要
性
を
力
説
し
て
い
る
。
績
い
て
、
既

に
フ
l
シ
ェ
に
よ
っ
て
比
定
が
行
わ
れ
て
い
る
前
者
の
設
話
内
容
を
、
『
荘
厳

論
経
』
と
『
経
律
異
相
』
を
用
い
て
呈
示
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
主
題
と
す

る
既
知
の
浮
彫
作
例
の
表
現
と
封
照
し
、
ま
た
新
た
に
同
主
題
に
比
定
さ
れ
た

新
資
料
の
浮
彫
を
紹
介
し
て
い
る
。
後
者
の
主
題
は
、
著
者
自
ら
が
比
定
を
行

い
、
出
典
と
し
て
失
誇
『
雑
警
喰
経
』
牧
録
の
昔
話
を
翠
拝
し
て
示
し
て
い
る
。
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更
仁
、
後
に
刷
判
明
し
た
、
同
様
の
比
定
を
別
に
イ
タ
リ
ア
の
研
究
者
が
行
っ
て

い
た
こ
と
を
附
記
し
、
こ
の
主
題
を
表
し
た
浮
彫
を
六
例
翠
げ
て
い
る
。

第
十
章
は
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
設
話
園
浮
彫
の
中
で
、
主
題
解
緯
が
難
し
い
も
の

の
一
つ
で
あ
る
、
ウ
シ
が
プ
ッ
ダ
の
足
を
祇
め
て
い
る
圃
様
を
表
現
し
た
浮
彫

の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
著
者
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
研
究
者
に
よ
る
主
題

比
定
を
参
照
し
な
が
ら
、
「
ウ
シ
が
プ
ッ
ダ
の
足
を
祇
め
る
話
」
の
出
典
と
し

て
『
撰
集
百
縁
経
』
、
『
生
経
』
お
よ
び
『
デ
ィ
ヴ
ィ
ヤ
・
ア
ヴ
ァ
ダ

1
ナ』

に
枚
め
ら
れ
た
説
話
の
誇
を
奉
げ
、
「
生
経
』
の
設
話
が
浮
彫
に
最
も
封
廃
す

る
と
結
論
附
け
た
上
で
、
新
資
料
の
同
主
題
浮
彫
を
数
例
検
討
し
て
い
る
。

第
十
一
章
は
、
ガ
ン
ダ

I
ラ
に
お
け
る
粛
勧
信
仰
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。

著
者
は
最
初
に
、
未
来
併
た
る
粛
勧
信
仰
の
起
源
を
、
小
乗
か
ら
大
衆
へ
の
併

数
思
想
の
展
開
、
あ
る
い
は
過
去
傍
信
仰
か
ら
の
設
展
形
と
し
て
イ
ン
ド
固
有

の
思
想
に
求
め
る
考
え
方
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
か
か
る
問
題
を
検
討
す
る

た
め
に
『
雑
響
曲
嚇
経
』
所
載
の
一
一
説
話
、
即
ち
禰
勅
の
到
来
を
待
ち
望
む
あ
ま

り
、
悟
り
に
至
れ
な
い
で
い
た
高
僧
が
、
開
押
迦
と
菊
動
の
数
え
に
異
な
る
所
が

な
い
と
す
る
弟
子
の
忠
言
で
、
や
っ
と
悟
り
を
得
た
話
を
期
間
謬
し
て
示
し
、
こ

の
設
話
と
の
関
連
で
、
現
存
の
蒲
勤
経
典
の
内
容
を
比
較
し
て
、
菊
勅
信
仰
の

原
初
形
態
を
具
え
る
も
の
と
し
て
『
禰
勤
来
時
経
』
に
焦
黙
を
嘗
て
、
そ
の
謬

を
奉
げ
て
い
る
。
そ
し
て
ガ
ン
ダ

l
ラ
美
術
で
表
さ
れ
た
扇
動
菩
薩
を
紹
介

し
、
問
題
を
究
明
す
る
た
め
に
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
、
イ
ン
ド
へ
求
法
と
巡
躍
に
出

た
中
園
慣
に
着
目
し
て
、
特
に
智
厳
と
プ

ッ
ダ
パ
ド
ラ
の
関
係
を
考
察
し
て
い

る
。
更
に
フ
ラ
ン
ス
人
の
研
究
に
よ
り
、
ガ
ン
ダ

1
ラ
の
議
伽
師
サ
ン
ガ
ラ
ク

シ
ャ
に
注
目
し
、
五
世
紀
初
の
智
巌
と
ブ
ッ
ダ
バ
ド
ラ
に
見
ら
れ
る
吠
況
が
二

世
紀
の
ガ
ン
ダ

1
ラ
併
数
に
ま
で
遡
ら
せ
得
る
と
推
察
し
た
上
で
、
調
勤
信
仰

を
考
案
し
た
の
が
、
グ
シ
ャ
ン
人
を
併
敬
に
改
宗
さ
ぜ
る
た
め
に
、
彼
ら
が
馴

染
ん
で
い
た
ゾ
ロ
ア
ス
ト
ラ
教
の
メ
シ
ア
思
想
を
取
り
込
ん
だ
、
設
一
切
有
部

の
議
伽
師
た
ち
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
す
る
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
。

第
十
二
章
か
ら
第
十
五
章
の
第

E
篇
は
、
ガ
ン
ダ

1
ラ
美
術
の
建
築
的
側
面

を
論
究
し
て
い
る
。

第
十
二
章
で
は
、
タ
フ
テ
ィ

守
パ
ヒ
の
併
数
遁
跡
の
建
築
構
成
に
つ
い
て
、

比
較
的
詳
細
な
概
観
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
ガ
ン
ダ

1
ラ
寺
院

に
お
い
て
、
初
め
塔
院
の
み
に
見
ら
れ
た
併
像
躍
奔
儀
躍
が
、
後
に
僧
院
に
ま

で
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
推
移
が
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

第
十
三
章
は
、
イ
ン
ド
か
ら
中
閣
に
至
る
石
窟
寺
院
の
形
式
展
開
を
考
察
し

て
い
る
。
著
者
は
、
イ
ン
ド
に
あ
っ
た
僧
院
窟
が
、
中
園
の
石
窟
で
見
ら
れ
な

く
な
り
、
膿
奔
目
的
の
石
窟
が
中
心
と
な
る
黙
に
着
目
し
、
中
関
に
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
石
窟
を
介
在
さ
せ
、
同
地
の
方
柱
窟
を
イ
ン
ド
の
僧
院
窟
か
ら
の
繁

容
と
看
倣
す
こ
と
で
、
石
窟
寺
院
の
形
式
第
遜
を
説
明
し
て
い
る
。

第
十
四
章
は
、
賓
箆
印
塔
の
隅
飾
り
が
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
併
塔
の
卒
頭
部
に
附

け
ら
れ
た
、
元
来
西
ア
ジ
ア
か
ら
停
播
し
た
凸
形
胸
壁
に
起
源
す
る
こ
と
を
論

詮
し
て
い
る
。

第
十
五
章
は
、
著
者
が
ガ
ン
ダ
l
ラ
寺
院
祉
か
ら
溌
掘
し
た
建
築
部
材
に
関

す
る
考
察
で
あ
る
。
前
半
で
は
、
軒
蛇
腹
に
お
け
る
肘
木
と
胸
像
パ
ネ
ル
の
構

成
法
が
検
討
さ
れ
、
復
原
闘
が
呈
示
さ
れ
て
い
る
。
後
牢
は
、
ラ

1
ユ
ガ
i
ト

か
ら
出
土
し
た
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
地
方
で
は
比
較
的
珍
し
い
、
組
立
式
の
ス
ト
ゥ

1
パ
欄
楯
が
紹
介
さ
れ
、
周
遊
地
域
の
遺
品
と
比
較
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

附
篇
は
二
つ
に
分
か
れ
、
第
一
で
は
、
併
数
美
術
の
東
方
停
播
に
つ
い
て
概

観
さ
れ
、
第
こ
に
は
、
著
者
に
よ
る
ラ
l
ニ
ガ
l
ト
遁
跡
の
夜
掘
記
録
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
第
一
部
は
取
り
分
け
長
篇
で
、
内
容
の
詳
し
い
梗
概
を
記
す
徐

裕
が
な
い
が
、
ガ

γ
ダ
1
ラ
美
術
を
基
本
に
、
イ
ン
ド
美
術
が
八
世
紀
以
降
ま
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で
六
期
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
に
封
怒
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

・
中
央
ア
ジ
ア
、

西
域
、
敦
爆
・
中
園
、
朝
鮮

・
日
本
の
五
地
域
の
時
代
区
分
が
一
が
さ
れ
て
、
併

数
美
術
停
播
の
寅
際
が
、
兵
種
的
作
例
を
血
中
げ
な
が
ら
通
観
さ
れ
て
い
る
。

上
に
示
し
た
遜
り
、
本
書
で
は
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
の
歴
史
と
美
術
の
問
題
に
留

ま
ら
ず
、
康
範
な
地
域
に
関
す
る
様
々
な
研
究
領
域
の
問
題
が
扱
わ
れ
て
い

る
。
イ
ン
ド
美
術
史
を
専
攻
す
る
評
者
は
、
絶
て
に
亙
っ
て
正
し
く
批
判
す
る

能
力
を
紋
い
て
い
る
が
、
い
く
ら
か
の
批
評
を
試
み
た
い
と
思
う
。

ま
ず
第

l
篇
の
ガ
ン
ダ
i
ラ
美
術
の
歴
史
的
背
景
に
関
す
る
考
察
の
う
ち
、

第
一
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

「塞
」
に
つ
い
て
は
、

『
史
記
』

と
『
漢
書
』

の

記
載
に
濯
い
が
あ
る
以
上
、

「塞
」
・
「
サ
カ
」
同
一

一硯
設
を
再
検
討
し
よ
う
と

す
る
こ
と
が
、
嘗
然
の
問
題
提
起
と
し
て
-
評
領
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
問
題
解
決
の
た
め
に
著
者
が
呈
示
し
た
、
『
漢
書
』

の
「
塞
種
」
が

臨
時
設
で
、
寅
際
に
は
「
稗
種
」
の
惇
承
に
基
づ
く
と
す
る
仮
設
は
、
論
理
上
飛

協
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
。

「塞」

と

「穆
」
の
混
同
は
あ
り
得
た
に
し
て

も
、

『
漢
書
』
が
「
穆
種
」
の
俸
承
を
も
と
に
、

寒
王
停
承
の
由
来
し
た
経
路

を
わ
ざ
わ
ざ
遡
っ
て
記
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
評
者
に
は
理

解
し
難
い
。
「
塞
」
・
「
サ
カ
」
同

一
一
硯
を
否
定
す
る
に
し
て
も
、
『
漢
書
』
に

記
さ
れ
た

「塞
」
に
関
し
て
は
、
別
の
解
離
が
必
要
な
よ
う
に
思
え
る
。

第
I
篇
で
扱
わ
れ
た
歴
史
的
問
題
で
は
、
更
に
バ
タ
ト
リ
ア
を
滅
ぼ
し
た
民

族
と
「
大
月
氏」

と
の
関
係
、
あ
る
い
は

「大
月
氏
」
お
よ
び
「
五
翁
侯
」
と

タ
シ
ャ

l
γ
族
の
関
係
を
、
著
者
が
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
が
、
通
読
し
た
限

り
不
明
確
で
暖
味
に
思
わ
れ
た
。
前
者
の
関
係
は
、
上
に
摩
げ
た
「
塞
」
の
問

題
と
も
連
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
後
者
の
関
係
は
、
「
五
翁
侯
」
が
「
大
夏
」

の
支
配
者

「
大
月
氏
」

な
の
か
、
土
着
の

「大
夏
」
な
の
か
と
い
う
の
が
要
鮎

と
な
り
、
本
書
の
主
旨
か
ら
、
最
も
重
要
な
歴
史
的
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。

第
四
章
を
精
議
し
た
場
合
、
著
者
が
、
前
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
バ
ク
ト
リ

ア
を
滅
亡
さ
せ
た
の
を

「
大
月
氏
」
と
考
え
、
後
者
の
関
係
で
は
「
五
議
侯
」

を
土
着
の
「
大
夏
」
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
、
僅
か
な
が
ら
諒
解
さ
れ
る
の
で

あ
る
が
、
明
言
が
避
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
第

I
篇
宏
通
じ
て
、
根
幹
の
所
で

論
理
に
不
安
定
さ
が
残
る
。
著
者
自
身
も
認
識
し
て
い
る
よ
う
に
、

か
か
る
問

題
に
決
着
を
輿
え
る
に
は
、
巌
密
な
史
料
批
剣
と
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
最
新

の
考
古
皐
資
料
に
よ
る
一
泉
附
け
が
必
須
で
あ
る
た
め
、
断
言
が
慣
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
ゆ
え
に
第
四
一
章
の
結
論
が
、
太
量
百
の
著
者
が
参
照
し
た
夜
掘

報
告
書
に
お
け
る
装
身
具
の
復
原
が
、
ク
シ
ャ

l
ン
朝
美
術
を
参
考
に
し
て
、

最
初
に
橡
定
し
た
結
論
に
合
わ
せ
て
資
料
を
解
四押
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も

加
わ
っ
て
、
寅
詮
性
を
欽
い
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
第
I
篇
で
疑
問
に
思
わ
れ
た
の
は
、
カ
ニ
シ
カ
紀
元
の
解
懇
で
あ
る
。

著
者
は
第
二
章
に
お
い
て
、
ギ

ル
シ

ュ
マ
ン
設
を
全
面
的
に
受
容
す
る
旨
を
述

べ
て
い
る
。
評
者
は
、
カ

ニ
シ
カ
紀
元
の
問
題
が
、
史
料
や
刻
文
お
よ
び
貨
幣

を
用
い
て
検
討
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
カ
エ
シ
カ
一
世
の
即
位
年
の
み
な
ら
ず
、

ク
シ
ャ

l
γ
朝
の
玉
統
と
各
王
の
在
位
年
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
て
い

る
。
著
者
は
カ
ニ
シ
カ
紀
元
と
関
連
し
て
、
カ
ニ
シ
カ
一
世
の
後
を
襲
っ
た

二
、
三
人
の
王
の
在
位
年
の
み
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
R
・
ゲ
l
プ

ル
等
に
よ
り
ク
シ
ャ

1
ン
貨
繁
の
研
究
が
か
な
り
進
展
し
て
、

王
統
が
以
前
よ

り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
か
な
り
不
足
と
思
わ
れ
る
。

更
に
ギ
ル
シ
ュ
マ
ン
設
が
基
づ
く
諸
傑
件
の
う
ち
に
は
、
現
在
で
は
依
嬢
し

得
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
同
読
を
採
る
に
は
、
別
の
面
か
ら
補
強

が
必
要
で
あ
る
。
著
者
は
、
『
三
園
士
山
』
の
記
載
を
摩
げ
、
「
接
調
」
を
ヴ
ァ
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ー
ス
デ
1
ヴ
ァ
と
し
て
、
開
設
の
正
し
さ
を
確
認
し
て
い
る
が
、
ゲ

1
・
フ
ル
が

提
出
し
た
ク
シ
ャ

1
ン
朝
の
主
統
と
在
位
年
に
基
づ
い
た
時
、
七
八
年
に
カ
ニ

ジ
カ
紀
元
が
始
ま
る
と
す
る
設
で
も
、
同
記
載
内
容
が
ヴ
ァ
l
ス
デ
1
ヴ
ァ
二

世
の
在
位
中
に
起
こ
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
、
『
三
園
士
官
の
記
載
と
矛
盾
し
な

い
。
要
す
る
に
、
本
書
が
グ
シ
ャ

1
ン
朝
に
関
す
る
研
究
書
で
あ
る
以
上
、
カ

ニ
シ
カ
紀
元
に
つ
い
て
ギ
ル
シ
ュ
マ
ン
設
を
単
純
に
採
用
す
る
だ
け
で
は
不
充

分
で
あ
ろ
う
。
評
者
は
、
カ
ニ
ツ
カ
紀
元
が
二
世
紀
半
ば
に
近
い
前
牟
、
も
し

く
は
前
半
に
近
い
半
ば
に
始
ま
っ
た
こ
と
を
、
完
壁
と
は
言
い
難
い
も
の
の
、

美
術
史
の
側
か
ら
寅
詮
す
る
用
意
が
あ
る
。
著
者
に
は
、
歴
史
皐
の
側
か
ら
詳

細
に
同
紀
元
の
問
題
を
、
自
ら
賃
設
的
に
解
決
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

第

E
篇
は
、
ガ
ソ
ダ
l
ラ
美
術
そ
の
も
の
が
扱
わ
れ
、
本
書
の
中
心
部
分
と

言
っ
て
よ
い
。
第

E
篇
の
大
半
は
、
設
話
園
浮
彫
の
主
題
比
定
問
題
に
嘗
て
ら

れ
て
い
て
、
先
に
評
者
が
述
べ
た
、
フ

I
シ
ェ
の
業
績
の
継
承
と
補
完
と
い
う

本
書
の
性
格
が
、
端
的
に
現
れ
た
部
分
で
あ
る
。
設
話
園
の
新
た
な
主
題
が
解

明
さ
れ
る
と
と
で
、
今
後
ガ
ン
ダ
l
ラ
に
お
け
る
美
術
あ
る
い
は
傍
数
の
特
質

が
、
よ
り
明
瞭
な
形
で
把
揮
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
本
書
は
、
題
名
の
通
り
ク
シ
ャ

1
ン
朝
と
ガ
ン
ダ
1
ラ
美
術
の
研
究
書

で
あ
る
か
ら
、
第

E
篇
に
は
、
例
像
の
起
源
の
問
題
が
含
ま
れ
て
い
て
も
不
思

議
で
な
い
。
而
る
に
、
プ
ッ
ダ
を
具
鐙
的
に
表
現
し
始
め
た
の
が
、
ガ
ン
ダ
l

ラ
か
マ
ト
ゥ
ラ

1
か
と
い
っ
た
問
題
も
、
ま
た
併
停
圃
浮
彫
と
皐
濁
膿
奔
像
の

い
ず
れ
が
先
か
と
い
う
問
題
も
、
本
書
で
は
殆
ど
燭
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
思
う

に
、
か
か
る
問
題
に
つ
い
て
著
者
に
は
、
高
田
修
氏
の
『
併
像
の
起
源
』
と
い

う
発
作
に
譲
る
と
い
う
意
識
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
評
者
は
こ
の
黙
を
積
極

的
に
誇
債
し
た
い
と
考
え
る
。
以
下
に
そ
の
理
由
を
述
べ
る
。

今
日
ま
で
傍
像
の
起
源
に
関
す
る
問
題
は
、
石
彫
の
み
を
封
象
に
検
討
さ
れ

て
来
た
。
具
鐙
的
作
例
が
石
彫
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
嘗
然
で
あ
る
が
、

評
者
は
、
そ
こ
で
如
何
に
客
観
的
で
正
し
い
結
論
が
提
出
さ
れ
て
も
、
田
県
賓
が

解
明
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
即
ち
、
回
早
濁
礎
奔
像
に
限
っ
て

も
、
イ
ン
ド
の
薩
奔
像
の
歴
史
を
見
れ
ば
、
石
造
の
併
像
に
木
造
あ
る
い
は
金

属
造
の
傍
像
が
先
行
し
た
こ
と
が
、
ほ
ぽ
確
貧
に
推
測
さ
れ
る
。
朽
ち
易
い
木

あ
る
い
は
鋳
潰
さ
れ
易
い
金
属
の
像
は
、
残
ら
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
ま
た

同
様
に
傍
停
園
に
つ
い
て
は
、
石
製
浮
彫
よ
り
早
く
壁
壷
や
布
給
が
存
在
し
た

可
能
性
が
大
で
あ
る
。
従
っ
て
併
像
の
起
源
を
石
彫
に
限
っ
て
検
討
し
て
も
、

得
ら
れ
た
結
果
は
、
起
源
問
題
そ
の
も
の
の
解
答
と
は
言
い
難
い
。

無
論
、
傍
像
の
起
源
を
石
彫
に
よ
っ
て
検
討
す
る
こ
と
は
、
石
彫
し
か
残
ら

な
い
以
上
、
無
駄
で
は
な
い
。
高
田
修
氏
の
研
究
は
、
立
波
な
業
績
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
俵
に
高
田
氏
の
出
し
た
結
論
が
員
賞

で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
傍
像
の
起
源
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
員
理
で
は

な
く
、
高
々
他
の
表
現
手
段
の
後
を
承
け
て
、
石
彫
で
プ
ッ
ダ
を
具
盤
的
に
表

現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
の
事
責
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
同
県
理
は
、
永
遠
に
閣
の
中
に
あ
り
、
仮
設
以
外
に
近
附
く
手
段
が
な
い
。

か
か
る
理
由
で
、
著
者
が
敢
え
て
傍
像
の
起
源
に
論
及
し
な
か
っ
た
黙
を
、
正

し
い
賢
明
な
態
度
と
評
債
す
る
の
で
あ
る
。

第

E
篇
中
で
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
を
記
し
て
お
く
。
一
つ
は
、
第
五
重
に
お

い
て
記
さ
れ
て
い
る
、
ガ
ン
ダ

1
ラ
美
術
で
表
現
さ
れ
た
菩
薩
が
菊
勤
と
穆
迦

の
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
コ
一
億
形
式
の
併
像
に
お
け
る
、
こ
れ
ら
二
菩
薩

の
形
を
取
っ
た
脇
侍
が
、
粛
勧
・
穣
迦
と
い
う
本
来
の
兵
慢
性
を
越
え
て
、
諸

菩
薩
の
代
表
と
し
て
の
意
味
し
か
持
た
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
評
者
は
、
著
者
が
三
傘
形
式
の
像
、
お
よ
び
傍
を
中
心
に
複
雑
な
構
成
を

取
る
像
を
、
大
乗
例
数
に
関
係
附
け
る
黙
に
は
同
意
す
る
。
け
れ
ど
も
、
か
か
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る
三
傘
併
の
脇
侍
は
、
一
方
は
菊
勃
な
が
ら
、
他
方
は
、
穣
迦
菩
薩
固
有
の
左

手
を
腰
に
嘗
て
る
姿
勢
を
取
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
観
音
と
す
べ
き
で
あ

り
、
商
菩
薩
と
も

一
般
化
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
司
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
根
録
と
し
て
は
、
グ
プ
タ
時
代
以
降
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
三
傘
像
の
展

開
を
通
観
し
た
場
合
、
ク
シ
ャ
l
ン
時
代
後
半
に
大
乗
例
数
と
関
係
し
て
、
菊

勤
・
観
一
晶
一
日
を
脇
侍
と
す
る
一
一
一
傘
形
式
が
現
れ
て
い
た
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
が
指

摘
出
来
る
。
ま
た
ガ
ン
ダ

1
ラ
と
マ
ト
ゥ
ラ
l
で
ク
シ
ャ
l
ン
朝
下
に
制
作
さ

れ
た
菩
薩
像
を
整
理
す
る
と
、
そ
の
一
部
が
観
音
像
に
嘗
た
る
と
し
な
け
れ

ば
、
形
式
の
違
い
が
理
解
し
難
い
。
よ
っ
て
、
著
者
が
ク
シ
ャ

I
ン
時
代
の
菩

薩
像
に
観
音
像
が
見
ら
れ
な
い
と
す
る
貼
は
、
再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
更
に

ガ
ン
ダ
l
ラ
の
三
億
併
で
、
阿
南
澗
陀
で
あ
る
こ
と
を
示
す
銘
の
あ
る
像
が
、
既

に
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
に
は
、
阿
菊
陀
の
造
像
が
な
か
っ
た
と
す
る
黙
も
訂
正

す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
序
で
な
が
ら
、
著
者
が
菩
薩
像
に
お
い
て
「
王
冠
」
と

呼
ん
で
い
る
頭
飾
は
、
冠
で
な
く
タ
ー
バ
ン
で
あ
る
こ
と
を
附
言
し
て
お
く
。

も
う
一
船
舶
疑
問
と
さ
れ
る
の
は
、
第
ナ
一

一軍
で
粥
勧
信
仰
が
、
過
去
併
信
仰

と
は
全
く
別
に
、
メ
シ
ア
思
想
と
関
連
し
て
成
立
し
た
と
す
る
黙
で
あ
る
。
評

者
は
、
菊
勅
信
仰
が
展
開
し
た
必
須
の
篠
件
が
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
に
お
け
る
メ
シ

ア
思
想
と
例
数
と
の
接
織
で
あ
っ
た
と
す
る
黙
に
、
同
意
す
る
の
に
す
官
か
で
な

い
。
し
か
し
未
来
併
の
観
念
は
、
イ
ン
ド
の
停
統
的
思
想
中
で
夜
生
し
た
可
能

性
も
あ
る
と
考
え
る
。
ク
シ
ャ

1
ン
時
代
よ
り
前
の
サ
l
ン
チ
l
第
一
塔
西
門

浮
彫
中
に
、
兵
践
的
に
併
の
姿
こ
そ
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
菩
提
樹
の
種
類
に

よ
っ
て
粥
動
の
表
現
と
剣
る
蜜
面
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
は
、
あ
る

種
の
メ
シ
ア
思
想
が
、
よ
り
早
く
イ
ン
ド
内
部
に
浸
透
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る

と
も
看
倣
し
得
る
。
た
だ
そ
の
場
合
、
既
に
サ
l
ン
チ
l
に
作
例
が
あ
る
以
上
、

未
来
併
信
仰
を
ガ
ン
ダ
l
ラ
中
心
に
考
察
す
る
こ
と
が
不
適
蛍
と
な
ろ
う
。

第

E
篇
で
は
、
著
者
自
身
が
愛
掘
に
携
わ
っ
た
建
築
部
材
に
つ
い
て
考
察
し

た
第
十
四

・
十
五
章
が
、
従
来
の
研
究
に
新
た
な
資
料
を
追
加
し
得
た
と
い
う

貼
で
、
特
に
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

附
篇
で
は
、
第

一
の
傍
数
美
術
の
東
方
俸
播
が
、
庚
い
領
域
の
長
期
に
亙
る

展
開
を
要
領
よ
く
組
め
て
い
て
、
優
れ
た
縦
設
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
細
か
な

黙
で
は
、
バ
l
ミ
ヤ

l
ン
の
大
併
を
雲
闘
石
窟
に
お
け
る
初
期
造
像
の
先
駆
と

考
え
る
等
、
同
大
併
の
造
立
を
六
世
紀
よ
り
早
く
設
定
出
来
な
い
と
す
る
最
近

の
見
解
か
ら
は
、
訂
正
す
べ
き
部
分
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
貼
に
関
連
し
て
言

え
ば
、
-
拝
者
が
研
究
を
進
め
て
い
る
ア
ジ
ャ

γ
タ
l
壁
査
と
比
較
し
た
時
、
バ

l
ミ
ヤ

l
ン
大
傍
壁
査
は
、
様
式
上
や
は
り
六
世
紀
以
降
の
特
色
が
頼
著
で
あ

る
。
第
二
の
護
掘
記
録
は
、
ガ
ン
ダ

I
ラ
の
設
掘
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
も
含

め
て
、
設
掘
の
貧
際
が
知
ら
れ
て
興
味
深
い
。

以
上
、
各
篇
・
各
章
に
つ
い
て
、
評
者
の
感
じ
た
所
を
述
べ
た
。
全
践
と
し

て
は
、
美
術
史
の
外
か
ら
美
術
研
究
を
途
行
し
た
著
者
の
努
力
を
多
と
し
な
が

ら
も
、
美
術
史
を
専
攻
す
る
評
者
に
と
っ
て
、
様
式
に
よ
っ
て
ガ
ン
ダ
l
ラ
美

術
作
例
の
新
古
を
判
断
す
る
仕
方
が
、
や
や
厳
密
性
を
敏
い
て
い
る
の
が
気
に

懸
か
っ
た
。
本
書
の
性
格
か
ら
言
え
ば
、
や
は
り
ガ
ン
ダ
l
ラ
美
術
全
般
の
様

式
展
開
に
関
す
る
著
者
の
考
え
方
が
、
あ
る
程
度
詳
し
く
呈
示
さ
れ
る
必
要
が

あ
ろ
う
。
な
お
演
末
な
黙
で
は
、
イ
ン
ド
関
係
の
固
有
名
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
に

お
い
て
、
長
音
表
記
に
不
正
確
な
箇
所
が
あ
っ
た
こ
と
を
附
記
し
て
お
く
。
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